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「緊縮」を打ち破る「反緊縮」こそが、 
財政を再建し、日本の未来をつくる 

 

１．「低成長」が日本の国力を破壊。日本のためには成長が絶対に必須。 

 
２．現状は、激しい「緊縮財政」。このままだと、日本の低成長は終わらない。 

 

この図は、財政収支、 

つまり、 

 政府収入―支出 

の推移。 

 

「増加」すれば、「収入

の割に支出が少ない」

つまり「緊縮」であるこ

とを示す。 

緊縮 

積極 



３．今、この「緊縮」のために、経済が一気に冷え込み始めている。 
・「１４年 消費増税」以後、経済は一気に冷え込み（最新データによると）、 
・ついに、デフレータ（＝物価）もＧＤＰギャップ（＝需要）もマイナスに転落！ 

 

（緊縮が経済を低迷させ、財政を悪化させるメカニズム） 
例１：消費増税   ―＞ 消費低迷    
例２：新幹線未整備 ―＞ 地方疲弊       低成長   財政悪化 
例３：支出カット  ―＞ 賃金下落   
例４：支出カット＆自由化加速―＞ 過当競争 ――＞ 賃金下落 

 

４．この「緊縮」に苛まれている欧米は今、急速に「反緊縮」が広がっている。 
米国   ：トランプは 100 兆円インフラ投資 ＆ 対抗馬のサンダースも同様 
中国   ：超積極財政を展開する中国が、またたくまに超大国に。 
フランス ：黄色いベスト運動 
カナダ  ：トルドー首相は、「成長のための財政赤字 1%拡大」を財政目標に掲げている。 
英国   ：労働党コービンは今、積極財政を徹底的に訴えている。 
ドイツ  ：ＥＵ内でも最も緊縮的なドイツですら、「積極財政」が始まっている（その他次頁）。 
 
 

「反緊縮」の世界的潮流を、日本に今、 
「輸入」できるか否かが問われている 


